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石油精製装置の流動接触分解装置に使用されるシリカおよび

アルミナのFCC触媒は非常に細かい硬質な粒子で本来は装置

内で回収されて循環使用されるものが、一部は燃料油に残留

して補油時に船内に持ち込まれます。FCC触媒は燃料噴射ポ

ンプやピストンリングの異常磨耗等のエンジントラブルの原因

となります。本テストキットを使えばFCC触媒の含有量と粒子

の大きさを簡単に計測できます。

FCC Hunter
FCC 触媒簡易分析キット

FCC触媒粒子
新　品 重油中のもの
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特許出願中



　　　● ろ過装置     ：ﾌｨﾙﾀｰﾎﾙﾀﾞｰ、ﾌｨﾙﾀｰ等

　　　● 顕微鏡　      ：顕微鏡

　　　● 消耗品ｷｯﾄ     ：ﾌｨﾙﾀｰ、ｼﾘﾝｼﾞ、ｽﾗｲﾄﾞｸﾞﾗｽ、溶剤等　（50回計測分の消耗品一式）

分析

　　　● ﾌｨﾙﾀｰにより規定量のｻﾝﾌﾟﾙ油をろ過し、直径20μm以上のFCC触媒粒子の個数を数え、その個数から

　　　    ｱﾙﾐ+ｼﾘｺﾝの濃度を推定します。

         （ｱﾙﾐ+ｼﾘｺﾝ濃度はFCC触媒の含有量を間接的に表すために一般的に用いられる指標です）

　　　● ﾌｨﾙﾀｰに捕捉されたFCC触媒粒子を顕微鏡で観察し、個数を数えます。

　　　    お手持ちのﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗで顕微鏡画像を撮影しﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀとしてﾊﾟｿｺﾝに取り込んで、個数を数えること

　　　    もできます。また、電子ﾒｰﾙで画像を送信できるのでFCCの状態を容易に現場から説明することができま

      す。

 (1) ｻﾝﾌﾟﾙをあらかじめ50～80℃程度に温めて粘度を下げておきます。

 (2) 右の図のように、ﾌｨﾙﾀｰをﾌｨﾙﾀｰﾎﾙﾀﾞｰに正しくｾｯﾄします。

 (3) ｻﾝﾌﾟﾙを、よく撹拌した後、ｼﾘﾝｼﾞ（小）に規定量を採取します。

 (4) ﾌｨﾙﾀｰﾎﾙﾀﾞｰにｼﾘﾝｼﾞ（大）をｾｯﾄし、溶剤と、採取したｻﾝﾌﾟﾙを加えよく撹拌します。

 (5) よく撹拌後、ｼﾘﾝｼﾞ内の溶液をろ過します。

 (6) ﾌｨﾙﾀｰを溶剤で十分に洗浄します。

 (7) ﾌｨﾙﾀｰを乾燥させます。

 (8) ﾌｨﾙﾀｰﾎﾙﾀﾞｰを分解し、ﾌｨﾙﾀｰを丁寧に取り出します。

 (9) ﾌｨﾙﾀｰを2枚のｽﾗｲﾄﾞｸﾞﾗｽで挟み込み、ﾌﾟﾚﾊﾟﾗｰﾄを作製します。

(10) ﾌﾟﾚﾊﾟﾗｰﾄを顕微鏡で観察し、20μm以上のFCC触媒の個数を

　　  数えます。

(11) ｶｳﾝﾄされた数より表、またはｸﾞﾗﾌからｱﾙﾐ+ｼﾘｺﾝの含有量を

　　　推定します。

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗを使用する場合は上記の(9)から次のように続けます。

(10) ﾌﾟﾚﾊﾟﾗｰﾄを顕微鏡で観察し、FCC触媒に焦点を合わせます。

(11) ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗを顕微鏡の接眼ﾚﾝｽﾞにｾｯﾄし、ｶﾒﾗの液晶画面

　　  のﾋﾟﾝﾄが合うように顕微鏡のﾋﾟﾝﾄを微調整します。

(12) ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗで、撮影します。

(13) 画像情報をﾊﾟｿｺﾝに取り込みます。

(14) ﾊﾟｿｺﾝの画面で拡大表示をしたり、ﾌﾟﾘﾝﾄｱｳﾄをして20μm以上

      のFCC触媒の個数を数えます。

(15) ｶｳﾝﾄされた個数より表、またはｸﾞﾗﾌからｱﾙﾐ+ｼﾘｺﾝの含有量

　　　を推定します。

　　　● 鉄製ｹｰｽ入り   （L 325×W 202×H 215mm）  5kg

構 成 部 品

分 析 方 法

分 析 手 順

サポートスクリーン

フィルター

出口側ガスケット

入口側ガスケット

フィルターホルダー
     (入口側)
     刻印：IN

フィルターホルダー
     (出口側)
     刻印：OUT
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